
［成果情報名］ため池底樋のパイピング発生メカニズム

［要約］軟弱地盤上に位置するため池底樋では、盛土荷重による底樋周りの地盤の不等沈下に伴っ

て、底樋管下部、特にコンクリート撒き立ての角部において空洞が発生し、パイピングが発生する

可能性がある。
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［背景・ねらい］

農業用ため池は、全国に 21 万個所存在し、地域の貴重な水資源となっている。底樋は基盤と堤

体の間に設置される取水管であるが、底樋沿いに漏水が発生し決壊に至る事例が数多く報告されて

いる。このような事例は、老朽化したため池で報告されている場合が多いが、底樋を部分改修した

後に発生している場合もある。本研究では、底樋を有する地盤模型を用いて、底樋沿いの漏水が発

生するメカニズムを明らかにした。

［成果の内容・特徴］

１．図１に示すような底樋を設置した地盤の模型を用いて載荷実験を行った。土槽中に 24cm 角で

長さ２mのコンクリート製の底樋模型を設置した後、Table1に示す笠間土を用いて地盤を盛り

立てた。底樋は沈下しないように支柱で土槽に固定されている。模型作成後、エアーバッグを

用いて模型上面から 140kPa まで段階的に載荷を行った後、上載圧を維持しながら、模型下部

から給水し、地盤を飽和した。また、底樋管頂、管側、管底に設置した土圧計より、実験中の

底樋周りの土圧を計測した。土槽のアクリル面を通してデジタルカメラで模型断面を撮影し、

PIV解析によって変位を算出した。

２．図２に載荷中における底樋周りの土圧の変化を示す。示すように、上載圧の増加に伴い、底樋

上面に応力集中が発生して底樋管頂部の土圧は大きく増加するが、底樋側面および下面では土

圧が減少することが分かった。底樋下部の地盤の沈下によって底樋と地盤の間に空洞が発生す

ることが分かった。

３．変位計測の結果を図３に示す。載荷によって底樋側部の地盤が沈下するのに伴って、底樋下部

の地盤も沈下していることが分かった。

４．載荷完了後、底樋周辺のパイピング実験を行った。底樋の片側から色水を注水した結果、底樋

下面、特に角部分を通って色水が流下したことが観察され、底樋沿いにパイピングが発生した

ことが分かった（図４）。

５．以上のことから、基礎地盤が軟弱な場合、底樋周辺の地盤の変形によって、底樋沿いにパイピ

ング等の水みちが発生する可能性があることが分かった。

［成果の活用面・留意点］

１．基礎地盤が軟弱な場合、底樋の改修に際して、底樋周辺の土圧が維持されるように、施工を行

う必要がある。
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［具体的データ］�

［その他］�

図１　模型実験の方法�

図２　上載圧載荷時の底樋に作用する土圧の変化�

図４　色水の注水試験の結果（底樋底面）�

図３　上載圧載荷時の地盤の変形�
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(b)　実験装置の断面図
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